
　
石
背
国
国
造
四
世
は
、
応
神
天
皇
（
西
暦
２
６
０
年
）
の

時
代
か
ら
仁
徳
天
皇
（
西
暦
３
０
０
年
）
ま
で
44
年
間
、
建

与
曽
の
命
令
で
、
こ
の
岩
瀬
地
方
を
治
め
て
い
た
方
で
す

が
、
そ
の
霊
が
深
内
町
地
区
に
あ
る
御
霊
神
社
（
通
称
牛
乳

山
と
言
わ
れ
て
い
る
）
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
は
、
農
民
よ
り
先
に
牛
を
飼
育
し
、
宮
中
に
、
チ

ー
ズ
を
献
上
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
御
霊
神
社
の
境
内
に
は
、
高
さ
１
ｍ
余
、
幅
１
ｍ
程

の
巨
大
な
石
（
乳
石
道
祖
神
）
が
あ
り
ま
す
が
、
乳
の
出
な

い
産
婦
が
こ
の
石
を
拝
む
と
、
不
思
議
に
乳
が
た
く
さ
ん
出

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
周
辺
の
住
民
は
も
と
よ
り
、
遠

く
か
ら
も
、
た
く

さ
ん
の
参
拝
客
が

訪
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　
こ
の
神
社
か
ら

前
を
見
わ
た
す
と

一
面
の
田
園
が
あ
り
、

そ
の
中
に
、
史
跡

の
鏡
沼
が
た
た
ず

ん
で
い
ま
す
。

＝国際化オランダ祭り＆「牧場の朝」YOSAKOI祭り＝

　９月24日（日）国際化オランダ祭りと「牧
場の朝」YOSAKOI祭りが、鏡石駅前通
りを中心に開催されました。
　今年もオランダ民族衣装を着てのパレ
ードを始め、大道芸などが行われたほか、
28団体500人の踊り手が、鳴子を手に激し
くYOSAKOIを踊りました。今年は、天
候に恵まれたこともあり４万人の観衆が
訪れ夜遅くまでお祭りを満喫していました。

い
わ
せ
の
く
に
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第
14
回
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
４
日（
月
）
か
ら
13
日（
水
）
ま
で
の
10
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
17
年
度
の
各
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算

の
審
査
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
総
額
１
億
３，
９
１
４
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

18
議
案
が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

�

　�

��

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
の
総
額

は
、
１
億
３，
９
１
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。�

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
高

速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
事
業
費
に
、
４，
６
９
０

万
円
、
設
置
調
査
事
業
費
に
８
０

０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
医
療
制
度
の
改
正
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
少

子
化
対
策
の
一
環
で
、
国
保
の
加

入
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
10
月
１
日
か
ら
現
行
の
30
万

円
か
ら
35
万
円
に
引
上
げ
る
よ
う

に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
そ
の
ほ
か
、
人
事
案
件
と
し
て

　
教
育
委
員
会
委
員
に
新
た
に
佐

藤
節
雄
さ
ん
（
岡
ノ
内
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
17
年
度

の
一
般
会
計
ほ
か
各
特
別
会
計
並

び
に
上
水
道
事
業
会
計
の
11
会
計

で
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各

会
計
の
決
算
額
は
右
表
の
と
お
り

で
す
。�

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
一
般
会

計
が
、
40
億
７，
９
１
１
万
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
10

億
８，

５
７
１
万
円
、
介
護
保
険

特
別
会
計
が
、
５
億
８
７
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
水
道
事
業

会
計
を
除
く
各
会
計
の
総
額
は
、

76
億
１，
１
９
８
万
円
と
な
り
し
た
。�

　
な
お
、
決
算
の
内
容
に
つ
い
て

は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

　このたび教育委員会教
育長に任命されました。�
　これまでの商工会及び
商工会連合会での32年間
の職業経験を生かし、職
に尽くしたい所存であり
ますが、誠に重責であり、
身の引き締まる思いが致
しております。�
　教育から文化、スポー
ツまで幅広い分野にわた
る教育行政を総合的に展
開していく上で、今後、
教育委員会の重要性は一
層高まるものと考えてお
ります。�
　時代に対応した諸課題
につきましては、関係機
関との連携を図りながら、
全力で取り組む所存でご
ざいます。�
　どうぞ皆様のご指導と
ご協力を心からお願い申
し上げます。�

　平成６年10月から町の教育長を務められた斎田一男さ
んが、９月30日をもって任期満了となり退任されました。�
　9月町議会定例会において、新たに教育委員会委員に選
任されたのは、佐藤節雄さん（56歳・岡ノ内）で任期は４
年になります。�
　また、10月1日（日）午前９時から町公民館において臨
時教育委員会が開かれ、全員一致で佐藤節雄さんが教育
長に選任されました。�

　
我
が
国
経
済
は
、
民
間
企
業

の
業
績
の
伸
び
、
求
人
の
増
加

傾
向
な
ど
に
よ
り
緩
や
か
な
回

復
の
動
き
が
み
ら
れ
る
一
方
、

地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
「
三

位
一
体
」
改
革
の
結
果
、
地
方

財
政
計
画
の
規
模
は
年
々
縮
小

し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
減
少

で
、
各
自
治
体
の
財
源
不
足
は

深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
の
中

で
、
町
で
は
、
国
・
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
第
二
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
経
費
全

般
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
節
減

合
理
化
に
努
め
、
各
般
の
施
策

を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
決

算
額
で
は
、
歳
入
41
億
８，

６

２
９
万
円
、
歳
出
が
40
億
７
，

９
１
１
万
円
と
な
り
、
一
般
会

計
の
決
算
に
お
い
て
実
質
収
支

で
、
６，
９
７
５
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
上
水
道
会
計
を
除
く

全
会
計
の
総
決
算
で
は
、
実
質

収
支
で
１
億
６，

９
２
４
万
円

の
剰
余
金
が
生
じ
、
次
年
度
繰

越
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
次
に
、
８
月
末
ま
で
の
主
要

事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。�

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
事
業
は
、
国
土
交
通
省

に
設
置
要
望
書
を
提
出
し
、
関

係
機
関
と
の
検
討
・
協
議
を
重

ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

現
在
、
社
会
実
験
の
採
択
に
向

け
た
実
施
計
画
書
を
作
成
中
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
設
置
に
向
け

申
請
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
町
内
工
業
団
地
未
分

譲
地
２
区
画
へ
の
企
業
誘
致
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
東
部
工
業
団
地
に
は
、

（有）
東
北
資
源
が
、
南
部
第
一
工

業
団
地
に
は
、
（株）
會
田
金
型
製

作
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
売
買

契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
業
進
出
で
既
存
の
工

業
団
地
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
ほ
か
、
保
健
福
祉
事
業

な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

教育長�

佐藤  節雄さん�

　関係職員の率先した協
力と、多くの皆様の積極
的なご支援、ご協力によ
りまして、任期を全うす
ることができました。心
から感謝と御礼を申し上
げます。�
　この間、第50回ふくし
ま国体の開催や、図書館・
町民プールの開館に関わ
ることができました。�
　また、児童生徒の活躍
で大きな感動も頂きました。�
　今、教育改革という大
きなうねりの中で、恵ま
れた社会環境の中での教
育のあり方が模索されて
いますが、今後は、「一
隅を照らす」気持ちで、
地域活動に参加させてい
ただきたいと願っており
ます。�
　鏡石町の教育が、なお
一層進展することを心か
ら祈念し、退任のあいさ
つといたします。�

前教育長�

斎田  一男さん�

町議会9月定例会�

退任のあいさつ� 就任のあいさつ�

2�3�

人事�
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　７月25日から８月４日までの11日間、鏡石中学校の２年生19名が

カナダでの海外研修に参加しました。参加者の多くが、海外旅行初

体験、英会話やホームスティなど期待と不安の中で素晴らしい体験

ができたようです。今月号では、団員のみなさんにカナダでの思い

出を報告してもらいました。�

カナダの大自然に感動�

雄大なカナダの大自然�

コロンビア氷河を見学�

　今回の研修では、た
くさんのことを学びま
した。学んだこと一つ
一つが日本とは全然違
うことだったので、と
ても新鮮でした。その
中でも印象に残ったの
は、自然が雄大だった
ことです。大きな山々、
澄んだ湖、見たことも
ない自然が目の前に広
がり、僕は今まで感じ
とったことのない興奮
をおぼえました。僕は、
この研修に参加できて
本当によかったと思っ
ています。この体験を、
将来へ生かしていきた
いです。�

角田　恒平�く�  ん�

　カナダでは、まずは
コロンビア大氷原に行
きました。コロンビア
大氷原は、そんなに寒
くはなかったけど、氷
を触ってみるととても
冷たかったです。特に
楽しかったのはホーム
ステイです。最初は不
安だったけど、一日一
日普通に過ごしている
と、相手が何を言って
いるか聞き取れるよう
になり、英会話が楽し
くなってきました。短
い時間だったけど、と
ても充実した時間だっ
たと思います。�

鈴木　隆史�く�  ん�

　僕はこの研修で、た
くさんの体験をしまし
た。楽しかった事、も
どかしかった事、人と
の別れで悲しかった事、
人の優しさに触れた事、
大自然に触れた事、言
葉では伝えられない事
も体験しました。14
才の僕が11日間で感
じた沢山の出来事は、
僕の一生大切な宝物と
なりました。新しい家
族も増え、これからも
メールのやりとりをし
ていきたいと思います。
きっと、又カナダへ行
きます。お母さんと。�

荻田　寿騎�く�  ん�

　今回の研修では、最
初は不安もありました
が、とてもよい思い出
をつくることができま
した。カナダのとても
美しい自然、ホストフ
ァミリーの方々との生
活、このような思い出
は一生心から消えない
ことでしょう。しかし
今回の研修をただの思
い出づくりにせずに、
これから先の生活にい
ろいろな面で生かして
いきたいと思います。
今回の研修は本当に良
い思い出になりました。�

今泉　雅智�く�  ん�

　僕は、カナダで過ご

した11日間、たくさ

んの貴重な体験をする

ことができました。日

本では見ることのでき

ない雄大な景色には感

動しました。他にもホ

ストファミリーとの生

活では、日本とは違っ

た文化を学び楽しく過

ごせました。カナダで

学んだことを今後の生

活に生かしていきたい

です。カナダでの思い

出は絶対に忘れません。�

今泉　英基�く�  ん�

　僕はこの研修で、カ

ナダの人々の生活や生

き方、他にも、カナダ

の大自然や歴史を学ぶ

事ができました。初め

ての海外で、カナダの

大自然を見て、一生僕

の心に残ると思います。

この体験は、僕にとっ

てとっても大切なもの

になりました。今後機

会があればまたカナダ

に行きたいと思います。�

この研修は、とても楽

しく良い思い出になり

ました。�

石川　博崇�く�  ん�

　初めて異文化を肌で感
じたみなさんは、とまど
うことも数多くあったこ
とと思います。6泊のホ
ームステイ先での生活で
は、言葉を伝える難し
さ、生活環境の違いに驚
いたのではないでしょう
か。しかし、それによ
り、人とのコミュニケー
ションがいかに重要か経
験できたと思います。今
回の研修に参加したこと
で、視野が広がり精神的
にも大きく成長できたの
ではないでしょうか。こ
の研修で学んだことの多
くが、これからの人生の
中に生かされていくこと
を期待しています。�

岡部フミ子�さ�  ん�

　団長としての重責を
感じながらも19名の
子どもたちが、目的を
達成し、大きく成長し
て全員が無事、元気な
姿で帰国することがで
きました。今回は、初
めてケローナ市でのホ
ームステイということ
で不安と期待感で一杯
でしたが、暖かく迎え
入れてくれたホストフ
ァミリーを見て、一安
心。そして、雄大な大
自然との関わりの中で、
ホームステイ体験の中
で得たものを今後の人
生の中で生きて働く力
となればと願っていま
す。�

佐々木祐司�さ�  ん�団長�副団長�

　私は、この研修に参加し
一番心に残ったことは、ホ
ストファミリーとのふれ合
いです。私はあまり英語に
自信がなく、ホストファミ
リーに会ったとき、自分の
言葉が通じるのかとても不
安でした。しかし、私の単
語を並べただけの簡単な英
語でもしっかりと理解して
くれました。言葉があまり
通じなくても、一生懸命伝
えようとする気持ちがあれ
ば何とか伝わるということ
を学びました。これからも、
もっと英語を勉強して、ま
たいつかホストファミリー
に会いに行きたいと思いま
す。�

　カナダは、とてもきれいで大きなとこ
ろでした。日本にはない高くそびえた
山々、「永遠」と言える程長く大きな湖
等、日本とは全く違う自然環境で、とて
も楽しい思い出をつくる事ができました。
また、日本にはいない、たくさんの動物
に出会う事ができ驚く事が多かったです。
ホームステイ先でも、湖が見渡せるノッ
クス山など色々な場所に連れてって頂き
ました。食事はどれもおいしく、優しい
家族に出会えた事を嬉しく思っています。
またいつか、カナダに帰りたいです。�

和田　敏実�さ�  ん�

佐藤　ゆか�さ�  ん�

　カナダ研修に応募し
たきっかけは、英語を
勉強したいことと異文
化を学びたいことでし
た。英語は得意ではな
いけれど、知っている
単語を並べ話し、それ
が通じたときは、とて
もうれしかったです。
買い物をするために町
に出ても、書いてある
ことが全く分からず物
が買えなかったことも
たくさんありました。
しかし、この11日間
は、私にとってかけが
えのない思い出となり
ました。�

和気　彩那�さ�  ん�

　私は、カナダに行き、
さまざまなことを学び
楽しく過ごせました。
また、日本では味わえ
ない貴重な体験ができ
ました。私たちがホー
ムステイしたケローナ
市は、たくさんの山々
が見え、湖の周辺にあ
るとてもきれいな町で
した。ケローナのみな
さまには大変良くして
いただき、楽しい日々
を送ることができまし
た。またカナダに行き、
ホームステイをしたい
です。�

吉田　朋未�さ�  ん�

　私は、この研修でた
くさんの事を学びまし
た。いざカナダに向っ
て出発!!となると、ワ
クワクが不安に変わっ
てきました。長い時間
飛行機に乗り、カナダ
に到着。カナダの大自
然、山・湖・氷河の絶
景には圧倒されました。
ホームステイ先では、
英語が通じなかったり
して大変な面もあった
けれど、この経験を無
駄にせず、これからの
生活に生かしていきた
いです。�

橋本　実夏�さ�  ん�

　この研修では、たく
さんの事を学びました。
カナディアンロッキー
や国立公園などの自然
の広大さにはとても驚
きました。一番不安だ
ったホームステイでは、
英語が正確に聞き取れ
なかった事が多かった
けど、ホストマザーが
簡単な言葉で話してく
れたので不安もなくな
り、充実した6日間に
なりました。11日間
はとても短くあっとい
う間でした。またカナ
ダに行ければいいと思
います。�

圓谷奈津美�さ�  ん�

　カナダは、山や湖が
とてもきれいで素晴ら
しい景色で湿度がなく、
とても住みやすい国で
した。ホームステイ先
では、私の英語は一度
話しただけで理解して
もらうのは難しかった
ですが、言い方を工夫
して体全部を使って説
明すると笑顔で応えて
くれました。あっとい
う間の11日間でした
が、私はこの研修で恥
ずかしがり屋だった性
格が少し克服できたと
思います。�

田中　佑季�さ�  ん�

　私は、前から行きた

いと思っていたカナダ

研修に参加できてうれ

しかったです。見学で

一番印象に残っている

のは、コロンビア大氷

原です。実際に氷の上

に立ち、また、大氷原

の水まで飲ませてもら

いました。ホームステ

イでは、ホストファミ

リーは優しくて、いろ

んな所に連れてってく

れました。けれど楽し

かった分別れがつらか

ったです。�

面川　郁恵�さ�  ん�

　私は、今回のカナダ

研修で色々な体験をす

ることができました。

中でも一番心に残った

のが、やっぱりホーム

ステイでした。ホスト

ファミリーの他に留学

生がいたことには驚い

たけど、少しずつ、英

語を話すことにも慣れ

ていって、楽しくみん

なと触れ合うことがで

きました。本当に、お

世話になりました。�

遠藤　美彩�さ�  ん�

　この研修で、私は多
くのことを学びました。
写真や地図の上の世界
ではなく、カナダの空
気や風を実際に感じ、
地球の広さを改めて思
いました。ホームステ
イでは、言葉は通じな
くても、伝えようとす
る気持ちが大切なのだ
と知りました。失敗も
ありましたが、一生忘
れられない思い出にな
りました。この研修で
得たものを、これから
の生活に役立てたいと
思います。�

内山　早貴�さ�  ん�

　壮大な大自然やきれ
いな湖を見ることがで
き、カナダに行けて良
かったです。最初は不
安でしたが、バスの移
動中にとてもかわいい
家がいくつも建ってい
て、そこを過ぎると大
自然が待っていました。
湖に行くときれいな青
に染まっていました。
日本では見ることので
きない氷河も見れてと
てもよかったです。ホ
ームステイ先の家では、
ホストファミリーの方々
がとても親切にしてく
れてとてもうれしかっ
たです。�

今泉智恵美�さ�  ん�

　7月25日、とうとう
カナダに着きました。
バスに乗り、最初に見
たものは日本では見た
ことのない広大な景色
でした。7月27日、私
とパートナー、そして
ホストファミリーとの
生活が始まりました。
はじめは、不安があり
ましたが、単語をつな
げて文をつくったり、
体を使ってジェスチャ
ーをしたりと、たくさ
ん話すことができまし
た。ホストファミリー
のみなさん、６日間お
世話になりました。こ
の体験は一生の思い出
になるものでした。�

伊藤　有希�さ�  ん�

　11日間の研修は、初
めてのことがたくさんあ
りました。飛行機に乗る
ことやホストファミリー
との生活です。カナダに
ついて2日間バンフに泊
まり、友だちと一緒に楽
しく過ごしました。2日
目から6日間はホームス
テイを体験しました。ホ
ームステイ先には、ホス
トファミリーのほかに、
メキシコ人や日本語が話
せる人がいました。その
2人とも仲良くできて楽
しかったです。食事の時
間が特に楽しく一番でし
た。この11日間は、忘
れられないことばかりで
した。�

向田　寿成�く�  ん�

ホストファミリーといっしょに！�
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
一

週
間
、
「
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た

の
心
の
　
注
意
の
火
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
て
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
ま
す
。
運
動
が
始
ま
る
こ
の
機

会
に
、
み
ん
な
で
火
災
予
防
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。�

�  

住
宅
火
災
　
い
の
ち
を
守
る�

　
　
　
　
　  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

�

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
止
め
る
。�

□
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。�

□
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。�

□
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。�

□
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。�

□
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。�

□
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。�

○
問
い
合
わ
せ
先
　
須
賀
川
消
防

署
鏡
石
分
署
　
　
62
―
４
５
１
１�

　新築住宅は平成18年６月１日から、既存
住宅は平成23年５月31日までに「住宅用火
災警報器」の設置が義務付けられることに
なりました。�
　住宅用火災警報器を設置しなければなら
ない場所は、「寝室の用に供する居室、廊下、
階段等、台所（努力義務）になります。�
　なお、悪質な訪問販売には、くれぐれも
注意してください。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鼻
水
、

せ
き
な
ど
の
風
邪
症
状
だ
け
で

な
く
、
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
を
起
こ
す
全
身
感
染
症
で

す
。
普
通
の
風
邪
と
は
違
い
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併

し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い

の
も
特
徴
で
す
。�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
と
、
特
に
65
歳
以
上
の
高
齢

者
や
慢
性
疾
患
患
者
で
死
亡
率

が
ふ
だ
ん
よ
り
高
く
な
る
と
い

う
点
で
も
普
通
の
か
ぜ
と
は
異

な
り
ま
す
。�

　
予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
と
、�

普
段
か
ら
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
外

出
後
に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
行

う
な
ど
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。�

����

　
予
防
接
種
法
に
よ
る
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

10
月
16
日
〜
12
月
28
日
ま
で
、
町

指
定
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

個
人
負
担
金
は
１，
０
０
０
円
で

す
。�

○
問
い
合
わ
せ
先
　
町
健
康
福
祉

課
　
　
62
―
２
１
１
５�

　
９
月
16
日（
土
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
町
鳥
見
山
体
育
館
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
歌
や
踊
り
に
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
招
待
さ
れ
た
の
は
、
74

歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、
１
，

３
６
７
人
で
し
た
。�

　
式
で
は
、
木
賊
町
長
が
「
長
年
、

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
ご
健
康
で
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
お
祝
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
今
年
の
最
高
齢
者
は
、
男
性
が

笠
石
区
の
清
水
鐵
次
郎
さ
ん（
98

歳
）、
女
性
が
鏡
田
区
の
並
木
タ

ケ
さ
ん（
101
歳
）で
、
長
寿
を
祝
い

木
賊
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
来
年
満
100
歳
を
迎
え
る

成
田
区
の
会
田
美
喜
さ
ん
と
、
高

久
田
区
の
諸
橋
タ
ケ
さ
ん
に
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
80
歳
以
上
の
お
し

ど
り
夫
婦
、
老
人
医
療
無
受
診
者

な
ど
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
式
終
了
後
行
わ
れ
た
、
ア
ト
ラ�

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
鏡
石
保
育
所
５

歳
児
に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
踊
り
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

舞
踊
、
民
謡
歌
手
、
鈴
木
政
雄
さ

ん
の
歌
や
成
田
郷
土
文
化
保
存
会

の
子
ど
も
た
ち
の
盆
太
鼓
の
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　国勢調査の結果から町の高齢化率を見てみると、昭和45年には
6.3％でしたが、平成17年には約３倍の19.0％となっています。こ
の数値は、福島県の平均からは3.7％低く、市町村別では、西郷村（17
％）、郡山市（17.8％）に続いて３番目に低くなっています。�

11/9～11/15は秋季全国火災予防運動�
「住宅用火災警報器」の設置が�
  義務付けられました。�

注意�

間
も
な
く�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で
す�

※購入の際は鑑定マークがあるか確認してください�

外出後は手洗いと�
　うがいを忘れずに！�

予
防
接
種
は�

　
　
10
月
16
日
か
ら�

木賊町長から最高齢者の記念品を受けとる清水さん（中央）�

最
高
齢
者
に�

　
　
記
念
品
を
贈
呈�

（国勢調査調べ）�

町の総人口�
福島県�

町の高齢化率�町の65歳　�
以上の人口�

昭和45年�

昭和50年�

昭和55年�

昭和60年�

平 成 ２ 年 �

平 成 ７ 年 �

平成12年�

平成17年�

9,278 �

10,721 �

11,437 �

11,883 �

12,130 �

12,378 �

12,743 �

12,746 

585 �

742 �

942 �

1,124 �

1,393 �

1,822 �

2,169 �

2,419 

6.3%�

6.9%�

8.2%�

9.4%�

11.4%�

14.7%�

17.0%�

19.0%

8.0%�

9.2%�

10.5%�

11.9%�

14.3%�

17.4%�

20.3%�

22.7%



　
最
近
、
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん
に

か
か
る
女
性
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。�

　
子
宮
け
い
が
ん
は
、
30
〜
40
歳

代
が
最
も
多
い
で
す
が
、
最
近
で

は
20
歳
代
の
若
い
人
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

性
交
渉
や
出
産
な
ど
が
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
乳
が
ん
は
、
視
触
診
と

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
専
用
Ｘ

線
撮
影
）
に
よ
る
検
査
で
、
早
期�

発
見
が
で
き
ま
す
。�

　
が
ん
は
、
無
症
状
に
進
む
ケ
ー

ス
が
多
く
、
定
期
的
な
検
診
が
と

て
も
重
要
で
す
。�

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
女
性
個

別
検
診
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。�

○
実
施
日�

　
10
月
２
日
（
月
）�

　
　
　
　
　
　
〜
12
月
20
日
（
水
）�

○
場
　
所
　
　
町
指
定
医
療
機
関�

○
対
象
者
及
び
個
人
負
担
金�

　
女
性
検
診
は
２
年
に
１
回
の
検

診
で
、
対
象
者
は
18
年
度
内
（
平�

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
）
に
偶

数
年
齢
に
達
す
る
方
で
す
。
個
人

負
担
金
は
、
受
診
の
際
に
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
方
法�

　
指
定
医
療
機
関
に
検
診
受
診
録

が
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
医
療
機
関
に
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
受
診
の
際
は
、
住
所
等

の
確
認
の
た
め
健
康
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。�

※
注
意
事
項�

○
個
人
通
知
（
ハ
ガ
キ
等
に
よ
る

通
知
）
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
町
広

報
紙
や
回
覧
で
の
お
知
ら
せ
の
み

と
な
り
ま
す
。�

○
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
生

理
の
あ
る
方
は
、生
理
が
終
わ
っ
て

１
週
間
以
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

○
乳
が
ん
検
診
で
、
視
触
診
の
み

の
医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
た
場

合
は
、
検
査
の
で
き
る
医
療
機
関

で
必
ず
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。�

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
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セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
鏡
田
店
に
は
、

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
商
品
の
陳
列
や

ゴ
ミ
の
掃
除
や
指
示
の
練
習
を

し
た
り
、
実
際
に
商
品
を
お
客

様
に
受
け
渡
し
を
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
終
え
た
参
加
者
は
、

「
ゴ
ミ
掃
除
や
商
品
の
陳
列
等
、

作
業
が
と
て
も
多
く
、
レ
ジ
の

練
習
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

店
員
の
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
何
と
か
で
き

ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
鏡
石
中
学
校
で
は
、
９
月
21
日（
木
）
町
内
の
事
業
所
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
体
験
活
動
に
は
、
２
年
生
１
３
０
人
が
参
加
。
町
内
の
41
事
業
所
に

訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
の
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
、
働

く
こ
と
が
い
か
に
大
変
か
を
学
ぶ
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。�

～定期的な体のチェックを～�

女性検診�
のお知らせ�

　
成
田
幼
稚
園
の
職
場
体
験
に
は
、

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
幼
稚
園
の
先
生

と
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
だ
り
、
食
事
の
際
の
世
話
な

ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。
職
場
体

験
を
終
え
た
参
加
者
に
感
想
を

聞
く
と
、
「
私
は
、
こ
こ
の
卒

園
生
で
、
子
ど
も
が
好
き
な
の

で
こ
の
職
場
を
選
び
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
世
話
は
思
っ
て
い
た

よ
り
大
変
で
、
先
生
方
の
苦
労

が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
園
児
と
仲
良
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
。�

今回、総務課に職場体験に訪れた今泉英基くん
（鏡沼）が、体験活動中の仲間を取材しました。�

忘れずに投票を�

8

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン�

　
　
鏡
田
店
で
の
取
材�

成田幼稚園での取材�

は福島県知事選挙の投票日です。�
棄権しないで投票しましょう。�

広報かがみいし　平成18年10月号�

9

＝ 鏡石中学校職場体験  ＝�

※期日前投票について�
　○期　間　10月27日（金）～11月11日（土）�
　　　　　　午前8時30分から午後8時まで�
　○場　所　町役場第二会議室�
　　　　　（問い合わせ先　町選挙管理委員会（町役場総務課内）　　62-2111）�



11

降 矢 幸 蔵さん�
（東京都）�

　町消防団では、9月17日（日）
消防団員100人が参加し、模擬火
災訓練を実施しました。�
　訓練は、午前８時30分に深内
多目的集会所付近で建物火災が
発生したという想定で行われま
した。�
　団員のみなさんは、訓練開始
のサイレンを合図に各屯所から
出動し、それぞれの持ち場に分
かれて火災発生現場に向け真剣
な表情で放水を行いました。�
　会場には、朝早くから近所の
住民が多数訪れ、消防団員の活
動を真剣に見守っていました。�
�

万が一の火災に備え訓練�

まちの話題� □万が一の火災に備え訓練�

　ふる里、又、会員のみなさんしばらくぶりでお

目にかかります。�

　私は鏡田出身で、大正12年に鏡石尋常高等小学

校に入学し、尋常科を昭和2年に卒業しました。そ

の後、旧須賀川商業学校を経て、昭和6年に母と一

緒に上京し、日本橋馬喰町にある婦人服卸業の店

に就職しました。昭和17年には、独立し開店しま

したが、昭和18年に招集され横須賀第二海兵隊に

入隊しました。終戦後は、また元の商売を始めま

した。�

　その頃の思い出として、頭に残っているのはオ

リンピックや天皇の結婚式などがあります。特に、

現在の天皇の結婚式当日、天皇が二重橋から青山

学院西門を車で通りすぎる頃は、万歳ばんざいで

人の山でした。当時、自宅が西門の側にあったので、

親類や知人が来て拝顔したことを思い出します。�

　この頃、鏡石町のことを聞かれますが、何町何

番地等言われても見当がつかず、よく聞くと昔の

あの所だと言われ始めて分かることが何回かあり

ます。益々、町の発展をお祈りしております。�

　最後に、私のお願いがあります。「東京かがみ

いし会」の増員です。会の出発当時は、町関係者

のご協力を頂いて会が生まれました。会では、年

一回の総会、商取引の問題等も話し合いができる

のではないかと思われます。この会をふる里のみ

なさんと会員のみなさんが利用できれば幸いと存

じます。�

　それには、ぜひとも会員の増員を計らなければ

なりません。ふる里のみなさん、会員のみなさん、

兄弟、知人に一人でも多くの入会を勧めていただ

けますようにお願いいたします。私も昨年、脳梗

塞にて日赤病院に入院、今年退院、現在通院、リ

ハビリ中で、今日、しばらくぶりにペンが使える

ようになりました。乱筆乱文でご容赦ください。

では、みなさん、ご自愛ください。さようなら。�

東京かがみいし会�
　　　　　通 信�

　
火
災
の
発
生
や
非
常
の
際
に
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
防
災
無
線
屋
内
機
は
、
町
内
全

家
庭
に
整
備
し
て
以
来
、
数
年
が

経
過
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
屋
内
機
は
、
通
常
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
み
、
放
送
さ
れ
ま

す
が
、
非
常
時
（
停
電
時
）
は
、

屋
内
機
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
乾

電
池
が
電
源
と
な
り
、
み
な
さ
ん

に
非
常
の
お
知
ら
せ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
最
近
、
こ
の
屋
内
機
が
電
池
の

液
漏
れ
・
腐
食
等
に
よ
り
「
聞
こ

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
故
障
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
防
災
無
線
屋
内
機
は
、

町
か
ら
各
家
庭
に
貸
し
出
し
て
い

る
も
の
な
の
で
、
不
要
に
な
っ
た

と
き
や
故
障
の
際
は
役
場
総
務
課

ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
住
宅
を
新
築
し
新
た
に

町
民
と
な
ら
れ
た
方
で
防
災
無
線

屋
内
機
を
設
置
す
る
場
合
は
、
役

場
総
務
課
（
　
62
―
２
１
１
１
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

10

まちの話題�

　町交通対策協議会が主催する

鏡石第一小学校５・６年生約２

５０人による交通安全鼓笛隊パ

レードが、９月22日（金）午後

３時から鏡石一小校庭を出発し

鏡石駅前を一周するコースで行

われました。�

　このパレードは、秋の全国交

通安全運動の一環として、交通

安全意識をより一層高め、交通

事故防止を広く啓発するために

行われたものです。�

　パレードでは、カラフルなバ

トンや楽器などを抱えた児童た

ちが演奏しながら行進し、沿道

に集まった町民のみなさんに交

通事故防止を呼びかけました。�

演奏しながら行進する児童たち�演奏しながら行進する児童たち�

防災無線屋内機�

交通安全の願いを　�
　メロディーに込めて�

元気ハツラツ�
高齢者グラウンドゴルフ大会�

　町老人クラブ連合会では、９月
26日（火）午前9時から鳥見山野球
場で高齢者グラウンドゴルフ大会
を開催しました。�
　この大会は、高齢者の健康と生
きがいづくり、また、老人クラブ
会員の親睦を深めることを目的に
毎年開催されています。�
　当日は、約100名が参加し、個人
別に打数を競い合いました。�
　参加者は、的をねらって思いっ
きりボールを打つなど、元気ハツ
ラツとしたプレーを繰り広げ、さ
わやかな汗を流していました。�
�

まちの話題�□交通安全の願いをメロディーに込めて　　　　　　　　　□元気ハツラツ高齢者グラウンドゴルフ大会�

元気いっぱいプレーする参加者
元気いっぱいプレーする参加者�
元気いっぱいプレーする参加者�

一斉放水す
る団員のみ

なさん

一斉放水す
る団員のみ

なさん�

一斉放水す
る団員のみ

なさん�



�

　
町
で
は
、
平
成
19
年
度
の
町
立

保
育
所
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
入
所
希
望
者
は
平
成
18

年
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
次
の

と
お
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
人
員
　
30
名
程
度�

○
対
象
児
童�

　
６
ヶ
月
児
〜
５
歳
児
（
平
成
13

年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
９
月
30

日
生
）
　�

※
た
だ
し
、
４
・
５
歳
児
に
つ
い

て
は
申
込
み
児
童
数
に
よ
り
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。�

○
資
格
要
件�

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
の

保
護
者
が
共
働
き
等
（
求
職
中
も

含
む
）
で
児
童
を
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
、
か
つ
同
居
の
親
族

等
も
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
家
庭
の
児
童
。
障
害
児
も

対
象
と
な
り
ま
す
。（
※
保
育
所
要

相
談
）�

○
提
出
書
類�

　
入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
、

委
任
状
等
（
※
用
紙
は
町
健
康
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。
）�

�

○
保
育
時
間
　
　�

●
平
　
日
　
午
前
８
時
30
分�

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
ま
で�

●
土
曜
日
　
午
前
８
時
30
分�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
正
午
ま
で�

（
※
た
だ
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
午
前
７
時
30
分
〜
午

後
７
時
）�

○
保
育
料
　
所
得
に
応
じ
て
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
５�

12広報かがみいし広告募集�

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ�

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ�

　
「
鏡
沼
出
身
で
、主
人
と
は
、鏡
石
中
学
校
時
代
の
同
級
生
で
す
。
現

在
は
、主
人
が
経
営
し
て
い
る
小
島
自
工
で
経
理
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
」
と
話
す
小
島
道
子
さ
ん
。�

　
そ
ん
な
、小
島
さ
ん
の
趣
味
は
、カ
ラ
オ
ケ
と
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
つ
く

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。カ
ラ
オ
ケ
は
、仁
井
田
地
区
の
愛
好
会
で
毎
週
練

習
し
て
い
る
そ
う
で
「
高
校
時
代
、合
唱
部
に
入
っ
て
い
た
の
が
役
立
っ
て

い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
、大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う
の
が
一
番
で
す
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
、自
宅
の
庭
に
咲
い
て
い
る
花
を
使
っ
て
つ
く
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
つ
く
っ
た
も
の
は
、お
店
に
飾
っ
て
い
ま
す
が
、お
客
さ
ん

が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
花
を
き
っ
か
け
に
友
だ
ち
が
で
き
る
の
で

う
れ
し
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
私
は
毎
日
散
歩
し
ま
す

が
、駅
周
辺
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、薄
暗
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、防
犯
灯

を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
明
る
く
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
あ
と
、町
の
文

化
財
の
か
げ
沼
の
と
こ
ろ
に
ト
イ
レ
を
つ
け
れ
ば
、訪
れ
た
お
客
さ
ん
も

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
ね
。
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
次
回
は
、小
島
さ
ん
の
紹
介
で
岡
ノ
内
の
吉
田
多
利
夫
さ
ん
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。�

町　民�

�

　
町
の
運
動
習
慣
の
現
状
（
Ｈ
17

年
度
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
１，

７
９
６
名
）を
見
て
み
る
と
、「
30

分
以
上
の
運
動
を
週
２
回
以
上
行

っ
て
い
る
」
の
は
、
全
体
の
29
％

で
、
男
女
と
も
に
30
代
（
12
％
）

が
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
国
の
「
健
康
日
本
21
」
の
目
標

値
は
、
男
性
39
％
以
上
、
女
性
35

％
以
上
。
我
が
町
で
は
、
特
に
30

〜
50
代
で
の
運
動
習
慣
の
普
及
が

課
題
で
す
。�

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
今

年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
「
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指

針
２
０
０
６
」
の
、
生
活
活

動
量
増
加
に
向
け
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
参
考
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？�

　
『
歩
行
習
慣
を
身
に
付
け

る
た
め
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

を
紹
介
し
ま
す
。�

○
歩
数
を
時
間
で
覚
え
ま
し

ょ
う
。
10
分
間
歩
く
と
約
１，

０
０
０
歩
で
す
。�

○
歩
数
を
生
活
の
行
動
パ
タ
ー
ン

と
し
て
体
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。例
え

ば
、ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
物
は
何
歩
、

通
勤
は
何
歩
と
い
っ
た
具
合
で
す
。�

○
最
初
か
ら
欲
張
ら
な
い
こ
と
で

す
。
４，

０
０
０
歩
増
や
す
場
合

も
、
ま
ず
は
１
日
１，

０
０
０
歩

増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
、
３
ヶ
月

か
け
て
徐
々
に
４，

０
０
０
歩
増

や
せ
ば
良
い
の
で
す
。�

○
歩
行
は
連
続
し
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
１
日
の
合
計
が
１
万
歩

（
１
週
間
の
合
計
が
７
万
歩
）に
な

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

○
日
常
生
活
の
中
で
歩
行
に
よ
っ

て
移
動
す
る
機
会
を
で
き
る
だ
け

多
く
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。�

○
歩
行
に
目
的
を
も
た
せ
ま
し
ょ

う
。
休
日
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

出
か
け
た
り
、
史
跡
を
訪
ね
た
り

す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。�

　
さ
あ
、
共
に
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
！�

広報かがみいし　平成18年10月号�

13 10月20日（金）、11月５日（日）午後１時30分から３時まで　町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

広　　　告�

安  田  百  花ちゃん（１歳）�

思いやりのある人に育ってください。�
２人の笑顔が大好きです。�

（中町）�

 やす　　 だ　　　もも　　　か�

田  代  雄  大くん（２歳）�
  尊  大くん（５ヶ月）�（岡ノ内）�

 た　　　しろ　　ゆう　　　た�

　　　　　　　　 たか　　 ひろ�

小島　道子 さん（岡ノ内）�
　こ　じま　　　　みち　こ�

小島さんご自慢のドライフラワー�



　
最
近
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

の
保
険
証
を
紛
失
し
た
た
め
、
再
交

付
す
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。�

����������

　
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
大
切

な
証
明
書
で
す
。
病
院
で
診
療
を
受

け
る
場
合
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
く
さ
な
い
よ
う
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
家
族
の
中
で
社
会
保
険
の

加
入
、
離
脱
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お

早
め
に
町
税
務
町
民
課
窓
口
で
手
続

き
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

○
問
い
合
わ
せ
先
　
町
税
務
町
民
課
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２
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児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
保

育
士
と
し
て
業
務
を
行
う
方
は
、
保

育
士
登
録
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。�

　
経
過
措
置
の
終
了
に
よ
り
、
平
成

18
年
11
月
28
日
ま
で
に
登
録
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
保
育
士
と
し
て
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
現
在
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
る
方
及
び
今
後
業
務
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
期
日
ま
で
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
問
い
合
わ
せ
先�

　
県
庁
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
７
５�

　
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
日
）

の
一
週
間
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。�

　
町
で
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
を
開
催
し
ま
す
。�

　
こ
の
行
政
相
談
は
、
み
な
さ
ん
が

ふ
だ
ん
役
所
（
国
・
県
・
町
）
や
公

団
・
公
庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
が
行
う
仕

事
に
関
し
て
の
苦
情
や
困
っ
て
い
る

こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
町
担
当
の
行
政
相
談
員
は

次
の
方
で
す
。�

������

○
行
政
相
談
員�

・
名
　
前
　
関
根
安
次
さ
ん�

・
住
　
所
　
堀
米
６
３
７�

・
連
絡
先
　
　
62
―
４
２
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○
日
　
時
　
10
月
16
日
（
月
）�

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で�

◇
場
　
所
　
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

※
こ
の
他
、
町
で
は
町
民
相
談
と
併

せ
て
毎
月
第
一
日
曜
日
と
20
日
（
日
・

祝
日
の
と
き
は
翌
日
）
午
後
に
も
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
町
「
出
逢
い
・
ふ
れ
あ
い
」
実
行

委
員
会
で
は
、
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
出
逢
い
の
場
、
「
出
逢
い
・
ふ

れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
０
６
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

　
現
在
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
素
敵
な
出
逢
い
が
あ
な
た
を

待
っ
て
い
ま
す
。�

○
日
　
時
　
10
月
28
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
10
時�

○
場
　
所
　
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ｉ
Ａ�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郡
山
市
駅
前
）�

○
内
　
容
　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
ー
、
ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
ダ
ー
ツ
大
会
、
見
事

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
お
二
人
に
は
、

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。�

○
募
集
人
員
　
20
歳
以
上
の
独
身
男

女
と
も
に
20
名
（
男
性
は
町
内
、
女

性
は
町
内
外
の
女
性
で
、
男
女
と
も

学
生
は
対
象
外
）�

○
参
加
費
　
　
男
性
３，
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
女
性
２，
０
０
０
円�

○
募
集
期
限
　
10
月
25
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
「
出
逢
い
・
ふ
れ
あ
い
」�

　
　
実
行
委
員
会
（
町
産
業
課
内
）�

　
　
　
０
２
４
８
―
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２
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図
書
館
だ
よ
り�

新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。�きっぷは鏡石駅で�税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長� 14

（18. 8. 31 現在）�

火　災 � 12件　�（４）�

救　急 � 352件�（342）�

（　）は前年同期の件数�

「消さないで　あなたの心の　注意の火」�

（全国統一防火標語）�

町県民税（3期）�
国民健康保険税（5期）�
上下水道使用料（8・9月分）�
の納入期限は10月31日（火）です。�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（18. 9. 1 現在）�

12,734人 �（－19）�

6,197 人 �（－８）�

6,537 人 �（－11）�

3,914 世帯 �（－７）�

（　）�は前月との比較�

（18. 8. 31 現在）�

件　数 � 45件 �（64）�

死　者 �０人 �（２）�

傷　者 � 65人 �（83）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　383日～�

地区 � 赤ちゃん � お父さん � お母さん�

地区 � 花むこさん � 花よめさん�

地区 � 氏　名 � 年齢�

古紙�100％再生紙�15

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

年末調整説明会のお知らせ�

保
険
証
は
大
切
に
保
管
を
�

保
育
士
登
録
を
忘
れ
ず
に
�

「
出
逢
い
・
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
�

 2
0
0
6
」
参
加
者
募
集
�

秋
の
行
政
相
談
週
間
�

－８月受付分－�

久来石�

笠　石�

鏡石３�

　〃�

鏡石４�

　〃�

仁井田�

鏡　田�

　〃�

　〃�

　〃�

高久田�

成　田�

旭　町�

さかい�

　〃�

　〃�

仁井田�

成　田�

笠　石�

　〃�

鏡石１�

高久田�

84�

87�

85�

65

武　敏�

悟　史�

宏　典�

浩　之�

孝�

宏　一�

誠�

豊�

慶　成�

俊　郎�

雅　人�

和　也�

慎　次�

雄　司�

康　弘�

政　博�

良　文�

望�

恵　美�

絵　美�

貴　子�

宏　子�

和　江�

奈美子�

秋　奈�

美　香�

理　井�

友　美�

由美子�

愛�

真由美�

妃見子�

留　美�

安　代�

常 松 祐 斗 �

小 山 啓 介 �

田 中 　 楓 �

菊 地 　 奏 �

七海あおい�

風 間 優 輝 �

渡 部 結 子 �

　 沼 夏 帆 �

山 地 誠 也 �

塩田淳之介�

関 　 颯 �

大 沼 想 菜 �

会 田 美 咲 �

若 林 里 歩 �

須 賀 陽 葵 �

近 　 莉 沙 �

白 石 吏 玖 �

佐 藤 元 彦 �

滝 口 英 明 �

島 田 初 江 �

長谷川　春　代�

金 沢 健 重 �

根 本 勝 久 �

（鹿内）めぐみ�

（本多）秀　美�

　ゆう　と�

　けい　すけ�

　　　 かえで�

　　　かなで�

�

　ゆう　き�

　ゆい　こ�

　 か　　ほ�

　せい　や�

じゅんの　すけ�

　　　 さつき�

　 そ　　な�

　 み　 さき�

　 り　　ほ�

　 ひ　まり�

　 り　　さ�

　 り　　く�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�

　平成18年分の年末調整説明会を下記のとお

り開催いたしますのでご出席ください。�

○日　時　　11月15日（水）�

　　　　　　　　　午後１時30分～３時30分�

○場　所　　須賀川市文化センター�

○対　象　　須賀川・岩瀬郡内の徴収義務者�

　　　　　　（※年末調整用紙は10月31日（火）

　　　　　　に郵送の予定です。）�

○その他　　説明会当日は、郵送された「年末

　　　　　　調整のしかた」をご持参ください。�

○問い合わせ先�

　　　　　　須賀川税務署法人課税部門�

　　　　　　　７５―２４１９（内線15）�

�

乳幼児健診等のお知らせ�
○３歳児健康診査�
　日　時　10月11日（水）午後１時15分～�
　場　所　鏡石保健センタ－�
�
○１・２歳児健康相談�
　日　時　10月16日（月）午前9時30分～�
　場　所　町勤労青少年ホーム�
�
○つどいの広場事業子育て講座「リトミック」�
　日　時　10月16日（月）午前10時～�
　場　所　鏡石保健センター�
�
○３～４か月児健康診査�
　日　時　10月18日（水）午後1時30分～�
　場　所　公立岩瀬病院�
�
○成田健康相談�
　日　時　10月26日（木）午前11時～�
　場　所　成田保健センター�

○
菊
地
　
清
先
生
の
造
形
教
室�

・
日
　
時
　
10
月
15
日
（
日
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

　
ま
で�

・
内
　
容
　
立
体
カ
ー
ド
作
り�

　
　
　
『
お
ば
け
だ
ぞ
ぉ
ぉ
〜
！
』�

・
持
っ
て
く
る
物�

　
カ
ッ
タ
ー
、
色
マ
ジ
ッ
ク
や
色

　
え
ん
ぴ
つ
、
の
り�

・
参
加
希
望
者
は
図
書
館
（
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―
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）
ま
で
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。�

���������

○
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
　
時
　
10
月
21
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
　
「
あ
ゆ
み
ら
い
」�

・
内
　
容
　
絵
本
『
し
ろ
い
う
さ

　
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ
』
ほ
か�

○
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会�

・
日
　
時
　
10
月
25
日
（
水
）�

　
　
　
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で�

・
内
　
容
　
絵
本
『
た
ぬ
き
の
じ

　
ど
う
し
ゃ
』
の
読
み
聞
か
せ
、

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
遊
び
な

　
ど�

・
対
象
者�

　
　
　
就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者�

○
子
ど
も
映
画
会�

・
日
　
時
　
11
月
11
日
（
土
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で�

・
上
映
作
品
　�

　
　
　
　
『
シ
ャ
ー
ク
・
テ
イ
ル
』�

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー�

　
10
月
の
テ
ー
マ
は
「
旅
」
で
す
。�

　
行
楽
の
秋
に
家
族
や
友
だ
ち
と

旅
に
出
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

国
内
外
の
旅
行
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
本
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。�
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